




要約:川崎病患児35例、対照として急性熱性疾患患児17例の末梢単核球からDNAを抽出し、

核酸増幅検出法 PCR法(polymerase chain reaction)を用いて EBV DNAの検出を行った。川

崎病 35 例中 21 例(60%)、対照 17 例中 2 例(12%)に EBV DNA が検出された。また川崎病 35

例中、経時的に検索できた 6例からは、発症 3ヵ月以内に全例 EBV DNAが検出された。以

上のことより、高感度の PCR法を用いると川崎病の末梢単核球中には EBV 感染細胞が異常

に多く存在することが知られた。 


